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概
要
書 

 

平
安
後
期
文
学
の
生
成
と
同
時
代
の
享
受

―
『
更
級
日
記
』
と
後
冷
泉
朝
前
後

― 

大
塚
誠
也 

   

本
論
文
の
平
安
後
期
と
は
、
一
一
世
紀
後
半
の
後
冷
泉
朝
前
後
を
指
す
。
こ
れ
は
狭
義
の
用
い
方
で
あ
る
。

こ
の
時
代
は
一
世
代
前
の
『
枕
草
子
』
や
『
源
氏
物
語
』
の
陰
に
隠
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
多
数
の
作
品
や
作

り
手
、
た
び
重
な
る
歌
合
の
催
行
等
が
確
認
で
き
る
よ
う
な
、
仮
名
文
芸
が
盛
ん
に
生
成
・
享
受
さ
れ
た
時

期
で
あ
っ
た
。
代
表
的
な
作
品
に
、『
更
級
日
記
』
や
『
狭
衣
物
語
』
等
が
あ
る
。 

 

本
論
文
は
、
こ
の
時
代
の
文
芸
を
め
ぐ
り
、
作
者
及
び
同
時
代
の
読
者
の
、
有
機
的
な
関
連
を
考
究
す
る

も
の
で
あ
る
。
同
時
代
に
お
け
る
複
数
の
作
者
達
と
読
者
達
は
い
か
に
関
わ
り
合
い
、
そ
れ
が
い
か
に
作
品

の
生
成
と
享
受
に
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
う
問
題
を
究
明
す
る
。
特
定
の
作
品
や
作
者
に
限
定
さ
れ
た

研
究
で
は
な
く
、
こ
の
時
代
を
総
体
的
に
捉
え
た
複
数
の
具
体
的
な
事
象
の
指
摘
、
及
び
考
察
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、
平
安
後
期
な
い
し
は
後
冷
泉
朝
と
い
う
時
代
の
特
質
が
よ
り
解
明
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

後
冷
泉
朝
期
は
、
藤
原
頼
通
を
中
心
と
し
た
、
対
立
の
な
い
「
融
和
」「
共
有
」
の
時
代
で
あ
っ
た
と
長

ら
く
認
識
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
認
識
は
妥
当
で
あ
り
、
文
芸
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
特
質
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
同
調
的
、
協
調
的
な
時
代
性
と
い
う
認
識
が
浸
透
し
す
ぎ
る
あ
ま
り
、
個
別
の
事
象
に
対
し
て
、

先
入
観
を
も
っ
て
見
て
し
ま
う
弊
害
も
生
じ
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
稿
者
は
文
芸
の
生
成
と
享
受
に
じ
か

に
携
わ
る
、
作
者
や
読
者
、
作
品
群
と
い
っ
た
も
の
た
ち
を
広
く
取
り
扱
い
、
時
代
の
中
で
の
そ
れ
ら
の
個

別
性
を
論
じ
る
。
個
別
性
の
指
摘
は
、
広
い
視
野
か
ら
見
た
時
代
の
断
片
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
積
み
重
ね
が

文
芸
の
様
相
を
総
体
的
に
究
明
す
る
こ
と
の
方
途
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

本
論
文
は
、『
更
級
日
記
』
と
そ
の
作
者
菅
原
孝
標
女
を
中
心
に
据
え
た
第
一
部
と
、
作
者
や
作
品
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
り
い
っ
そ
う
横
断
的
に
検
討
す
る
第
二
部
と
い
う
二
部
構
成
を
と
り
、
そ
れ
ら
が

互
い
に
補
完
し
あ
う
よ
う
図
っ
た
。 

 

第
一
部 

『
更
級
日
記
』
と
孝
標
女
の
時
代 

  

『
更
級
日
記
』
は
菅
原
孝
標
女
の
作
と
伝
わ
る
仮
名
日
記
で
あ
り
、
女
性
の
半
生
記
と
い
う
体
裁
を
と
る
。

日
記
文
学
が
そ
も
そ
も
実
在
の
人
物
達
の
記
録
の
宝
庫
で
あ
る
の
に
加
え
、『
更
級
日
記
』
は
紀
行
等
の
多

様
な
叙
述
を
有
す
る
。『
更
級
日
記
』
は
後
冷
泉
朝
前
後
を
研
究
す
る
に
あ
た
り
、
横
断
的
な
研
究
手
法
に

よ
っ
て
有
効
な
成
果
を
多
数
提
供
し
う
る
作
品
で
あ
る
。 

 

第
一
部
で
は
、
孝
標
女
が
関
係
し
た
周
辺
人
物
や
孝
標
女
の
読
み
手
へ
の
意
識
等
を
探
り
、『
更
級
日
記
』

が
い
か
な
る
時
代
に
生
ま
れ
た
の
か
、
い
か
な
る
時
代
が
『
更
級
日
記
』
を
生
ん
だ
の
か
と
い
う
問
題
を
考

察
し
た
。 
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第
一
章 

「
殿
の
中
将
」
藤
原
長
家
と
祐
子
内
親
王
家 

『
更
級
日
記
』
に
は
、
藤
原
道
長
息
男
の
長
家
が
「
殿
の
中
将
」
の
呼
称
で
点
描
さ
れ
る
記
事
が
あ
る
。

こ
れ
は
『
栄
花
物
語
』
等
に
も
詳
述
さ
れ
る
、
長
家
が
妻
を
失
っ
た
有
名
な
悲
劇
の
場
面
で
あ
る
。
先
行
研

究
に
お
い
て
長
家
は
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
彼
は
後
年
孝
標
女
の
出
仕
す
る
祐
子
内
親

王
の
別
当
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

長
家
は
関
白
道
長
の
末
子
的
存
在
で
あ
り
、
摂
関
家
の
一
員
と
い
う
身
分
に
加
え
、
貴
顕
で
あ
り
な
が
ら

和
歌
に
執
心
し
て
い
た
。
孝
標
女
が
出
仕
し
た
祐
子
内
親
王
と
の
縁
も
深
く
、
別
当
就
任
の
他
に
、
祐
子
が

連
な
る
定
子
系
と
藤
原
行
成
系
と
の
紐
帯
に
組
み
込
ま
れ
る
人
物
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
祐
子
家
主
催
の
も
の

を
含
む
複
数
の
歌
合
に
参
加
し
て
詠
出
し
た
こ
と
等
も
注
目
さ
れ
、
特
に
詠
作
に
関
し
て
は
自
負
を
持
っ

て
い
た
と
お
ぼ
し
い
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
長
家
は
祐
子
家
や
そ
の
周
辺
の
人
々
に
と
っ
て
重
要
か
つ
印
象
深
い
人
物
で
あ
り
、

孝
標
女
は
自
身
と
長
家
の
意
外
な
つ
な
が
り
を
日
記
に
記
し
、
そ
れ
に
よ
り
日
記
を
読
者
達
に
よ
り
親
し

み
や
す
い
も
の
と
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
二
章 

浮
舟
と
「
隠
し
据
ゑ
」

―
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
と
の
相
互
性

― 
 

『
更
級
日
記
』
で
は
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
山
里
に
「
隠
し
据
ゑ
」
ら
れ
た
浮
舟
の
境
遇
が
、
将
来

の
夢
と
さ
れ
る
も
、
の
ち
に
そ
れ
は
実
現
不
可
能
な
こ
と
と
痛
感
さ
れ
る
。
一
般
的
に
、
孝
標
女
は
浮
舟
に

強
い
思
い
入
れ
を
持
っ
た
人
物
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。 

 

し
か
し
こ
の
問
題
は
、
孝
標
女
の
『
源
氏
物
語
』
受
容
と
物
語
創
作
を
究
明
す
る
た
め
の
、
よ
り
重
要
な

方
途
と
な
り
う
る
。
こ
の
時
代
の
女
君
を
「
隠
し
据
ゑ
」
る
と
い
う
用
例
は
、『
源
氏
物
語
』『
更
級
日
記
』

『
浜
松
中
納
言
物
語
』
の
三
作
品
の
み
に
集
中
し
て
い
る
が
、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
は
孝
標
女
の
作
と
伝

わ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
「
隠
し
据
ゑ
」
の
検
討
が
不
十
分
で
あ
っ
た
。 

 

孝
標
女
の
「
隠
し
据
ゑ
」
の
用
例
群
は
『
源
氏
物
語
』
を
踏
ま
え
た
上
で
、
『
更
級
日
記
』
は
「
願
望
」

と
「
実
現
不
可
能
」、『
浜
松
中
納
言
物
語
』
は
「
未
遂
」
対
「
実
現
」
と
い
う
、
成
否
に
関
し
て
相
反
す
る

構
造
を
い
ず
れ
も
有
し
て
い
る
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
同
一
作
者
に
よ
る
両
作
品
の
相
関
性
は
、
当
時
の
読
者
達
に
互
い
を
想
起
さ
せ
あ
う
よ

う
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
孝
標
女
の
『
源
氏
物
語
』
に
対
す
る
意

識
の
表
れ
と
し
て
も
読
者
達
に
注
目
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
三
章 

長
谷
寺
記
事
と
菅
原
道
真 

 

菅
原
孝
標
女
は
、
菅
原
道
真
直
系
の
子
孫
だ
が
、『
更
級
日
記
』
中
に
道
真
へ
の
直
接
的
な
言
及
は
存
在

し
な
い
。
日
記
中
か
ら
道
真
に
関
す
る
記
述
を
見
出
し
う
る
か
と
い
っ
た
問
題
は
、
先
行
研
究
で
も
し
ば
し

ば
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
長
谷
寺
関
連
の
記
事
は
日
記
に
頻
出
す
る
が
、
い
ず
れ
も
孝
標
女
の
人
生
と
深
く
結

び
つ
い
て
い
る
描
写
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
を
寺
社
縁
起
類
等
と
考
え
併
せ
る
と
、
孝
標
女
と
父
祖
道
真
と
の

つ
な
が
り
が
見
え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

一
二
世
紀
初
頭
か
ら
一
三
世
紀
後
半
の
成
立
と
さ
れ
る
『
長
谷
寺
縁
起
文
』
と
『
長
谷
寺
密
奏
記
』
は
、

い
ず
れ
も
道
真
が
作
者
に
擬
さ
れ
て
お
り
、
道
真
に
ま
つ
わ
る
霊
験
譚
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
長
谷
寺
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隣
地
に
は
與
儀
天
満
神
社
も
存
在
す
る
。
さ
ら
に
、
長
谷
寺
は
十
一
面
観
音
を
本
尊
と
す
る
が
、
現
在
の
大

宰
府
天
満
宮
で
あ
る
安
楽
寺
も
古
来
よ
り
十
一
面
観
音
霊
応
の
地
と
さ
れ
、
北
野
天
満
宮
で
も
神
託
に
よ

り
観
音
像
が
安
置
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
る
。
他
に
、
孝
標
女
の
兄
弟
基
円
は
安
楽
寺
別
当
と
な
っ
て
い
た
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
孝
標
女
は
日
記
中
の
長
谷
寺
記
事
に
お
い
て
道
真
を
間
接
的
に
記
述
し
て
お
り
、
そ

の
間
接
的
で
あ
る
要
因
に
関
し
て
、
当
時
天
神
が
菅
原
氏
の
氏
神
や
国
家
安
寧
の
神
と
し
て
広
く
信
仰
を

集
め
て
い
た
た
め
、
家
系
を
露
骨
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が
た
め
ら
わ
れ
た
か
ら
だ
ろ
う
と
論
じ
た
。 

 

第
四
章 

源
資
通
と
「
天
照
御
神
」「
冬
の
夜
の
月
」 

 

『
更
級
日
記
』
の
宮
仕
え
の
記
事
中
に
、
源
資
通
が
登
場
す
る
場
面
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
恋
物
語
の
よ
う

な
、
耽
美
的
、
虚
構
的
な
描
き
方
が
な
さ
れ
て
お
り
、
従
来
の
研
究
も
物
語
的
な
問
題
に
重
き
が
置
か
れ
て

き
た
。
し
か
し
、
資
通
の
語
る
冬
の
斎
宮
の
体
験
談
に
は
、
神
仏
を
め
ぐ
る
宗
教
的
、
信
仰
的
な
題
材
が
扱

わ
れ
て
い
る
と
い
う
点
も
同
様
に
注
目
さ
れ
る
。 

 

ま
ず
、
資
通
は
斎
宮
の
勅
使
を
務
め
た
体
験
談
を
語
る
が
、
伊
勢
の
斎
宮
は
す
で
に
日
記
中
で
「
天
照
御

神
」
の
祭
祀
場
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
斎
宮
の
神
々
し
い
描
写
は
日
記
中
の
内
侍
所
の
描
写
と
共

通
点
を
持
つ
。
そ
し
て
資
通
と
の
談
義
で
は
「
冬
の
夜
の
月
」
の
風
情
の
有
無
も
語
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
他

作
品
に
も
多
数
の
用
例
が
確
認
で
き
、
資
通
の
語
り
は
「
他
人
に
批
判
さ
れ
る
冬
の
月
を
、
男
主
人
公
が
あ

え
て
賞
讃
す
る
も
の
」
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
で
き
る
。
加
え
て
資
通
の
語
る
月
は
、
異
界
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
信
仰
的
な
描
写
で
あ
っ
た
。 

 

『
更
級
日
記
』
に
は
、
物
語
耽
溺
か
ら
仏
教
帰
依
へ
と
い
う
筋
書
が
あ
り
、
物
語
と
信
仰
と
い
う
二
項
対

立
が
常
に
付
き
ま
と
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
源
資
通
の
場
面
の
よ
う
に
、
物
語
と
神
仏
の
緩
や
か
な
つ
な
が

り
も
確
認
で
き
る
。 

 

第
五
章 

女
房
日
記
の
踏
襲
と
逸
脱

―
主
家
賛
美
の
欠
如
を
め
ぐ
っ
て

― 

『
更
級
日
記
』
後
半
に
宮
仕
え
の
記
事
群
が
あ
る
。
物
詣
で
の
記
事
や
悔
恨
の
記
事
に
お
い
て
も
主
家
周

辺
の
事
柄
は
断
続
的
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
乳
母
願
望
と
稲
荷
信
仰
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。
孝
標
女
は

祐
子
内
親
王
家
の
女
房
で
あ
り
、
宮
仕
え
記
事
は
女
房
と
し
て
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
、
女
房
日
記
的
な
記

事
と
も
い
い
う
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
出
仕
先
の
祐
子
内
親
王
と
そ
の
養
父
・
藤
原
頼
通
に
関
し
て
、
主

家
賛
美
の
記
述
が
こ
と
ご
と
く
欠
如
し
て
い
る
。 

 

『
栄
花
物
語
』
の
祐
子
周
辺
の
記
述
と
比
較
し
て
も
、『
更
級
日
記
』
は
主
家
の
権
威
を
ア
ピ
ー
ル
せ
ず
、

寂
寥
感
の
描
写
に
終
始
し
て
い
る
。
他
に
、『
枕
草
子
』『
紫
式
部
日
記
』、
複
数
の
女
房
家
集
と
比
較
検
討

を
重
ね
て
み
て
も
、『
更
級
日
記
』
が
主
家
周
辺
の
記
録
や
賛
美
を
徹
底
し
て
省
筆
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
よ
う
な
主
家
賛
美
の
欠
如
は
、
当
時
の
女
房
と
し
て
は
破
格
の
姿
勢
で
あ
る
。 

『
更
級
日
記
』
は
第
一
に
主
家
や
主
家
に
近
し
い
人
々
を
読
者
対
象
と
し
つ
つ
、
頼
通
を
中
心
と
し
た
文

化
圏
内
の
人
々
を
も
同
質
的
な
読
者
対
象
と
す
る
よ
う
な
日
記
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
相
対
的
に
で
は
あ
る

が
、
権
威
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
必
要
性
が
薄
い
状
況
に
あ
っ
た
作
品
な
の
だ
ろ
う
と
論
じ
た
。 
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第
二
部 

後
冷
泉
朝
前
後
の
作
者
達
と
読
者
達 

 

 

後
冷
泉
朝
期
は
、
前
後
の
時
代
と
比
較
し
て
現
存
す
る
作
品
や
歌
合
の
記
録
類
が
多
い
。
後
冷
泉
朝
期
は

奇
し
く
も
『
更
級
日
記
』
と
同
様
に
、
横
断
的
な
手
法
に
よ
る
生
成
と
享
受
の
研
究
が
有
効
な
時
代
で
あ
る
。

第
二
部
で
は
そ
れ
ら
を
個
々
の
作
品
研
究
と
い
う
視
点
で
は
な
く
、
時
代
に
お
け
る
生
成
と
享
受
の
研
究

と
い
う
視
点
か
ら
ト
ー
タ
ル
に
論
じ
る
。
所
属
も
地
位
も
異
な
る
女
房
達
の
関
係
性
や
創
作
態
度
、
享
受
の

姿
勢
と
い
っ
た
諸
相
を
、「
融
和
」「
共
有
」
と
は
別
の
観
点
か
ら
論
じ
た
。 

 

第
一
章 

「
左
右
」
の
修
辞
法
の
展
開

―
紫
式
部
か
ら
後
冷
泉
朝
へ

― 

平
安
時
代
の
仮
名
文
学
で
は
、「
左
右
」
の
語
が
「
左
と
右
」
の
意
味
だ
け
で
な
く
、「
あ
れ
や
こ
れ
や
」

「
身
近
に
」
等
の
特
殊
な
意
味
で
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
は
『
万
葉
集
』
等
の
上
代
の
用
法
や
、
漢

文
的
な
修
辞
に
起
因
す
る
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
左
右
」
と
い
う
一
語
に
こ
れ
ら
複
数
の
意
味
を
重
ね

合
わ
せ
る
「
ひ
だ
り
み
ぎ
に
苦
し
く
」
思
う
（『
源
氏
物
語
』
空
蝉
巻
）
と
い
う
よ
う
な
、
特
殊
な
用
法
が

確
認
で
き
る
。
平
安
時
代
の
二
世
代
の
用
例
群
を
調
査
し
、
こ
の
用
法
の
展
開
を
検
討
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
一
世
代
目
と
し
て
一
条
朝
時
代
の
紫
式
部
を
、
二
世
代
目
と
し
て
後
冷
泉
朝
時
代
の
菅
原

孝
標
女
等
を
対
象
に
、
同
時
代
の
歌
集
や
歌
合
の
資
料
も
含
め
て
網
羅
的
に
調
査
、
検
討
し
た
。 

そ
の
結
果
、「
左
右
」
に
関
す
る
書
き
手
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
個
別
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
紫
式
部
が
三
つ
の

パ
タ
ー
ン
を
用
い
て
い
る
こ
と
や
、
菅
原
孝
標
女
が
「
身
近
に
」
の
意
味
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
等
が
確
認

で
き
、
さ
ら
に
各
時
代
の
文
芸
圏
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
同
僚
女
房
で
あ
っ
た
紫
式
部
と
赤
染
衛
門

の
交
流
の
可
能
性
等
も
同
様
に
確
認
で
き
た
。「
左
右
」
の
修
辞
法
は
二
世
代
を
通
じ
て
確
か
に
継
承
、
変

遷
を
経
て
い
た
と
い
え
る
。 

 

第
二
章 

『
狭
衣
物
語
』に
お
け
る
源
氏
の
宮
付
の
女
房
達

―
男
君
へ
の
応
対
を
中
心
に

― 
 

つ
く
り
物
語
に
は
女
房
達
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
描
か
れ
る
が
、『
狭
衣
物
語
』
の
斎
院
源
氏
の
宮
の
周

辺
で
は
、
複
数
の
女
房
が
客
人
狭
衣
に
対
し
て
、
か
ら
か
う
よ
う
な
応
対
を
す
る
場
面
が
集
中
し
て
見
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
応
対
は
女
房
日
記
に
お
い
て
は
な
じ
み
深
い
も
の
で
あ
る
が
、
つ
く
り
物
語
に
お
い
て
は

そ
こ
ま
で
多
く
な
い
よ
う
で
あ
り
、
源
氏
の
宮
付
の
女
房
の
特
徴
と
し
て
注
視
さ
れ
る
。 

斎
院
と
な
る
源
氏
の
宮
は
、『
狭
衣
物
語
』
の
作
者
「
宣
旨
」
が
仕
え
た
実
在
の
六
条
斎
院
禖
子
内
親
王

と
重
な
り
あ
う
登
場
人
物
で
あ
り
、
そ
こ
に
仕
え
る
女
房
集
団
も
実
在
の
女
房
集
団
と
重
な
り
う
る
。 

 

『
狭
衣
物
語
』
に
登
場
す
る
源
氏
の
宮
付
の
女
房
で
は
、
ま
ず
「
宣
旨
」
「
女
別
当
」
が
注
目
さ
れ
る
。

作
者
及
び
そ
の
同
輩
と
同
じ
伺
候
名
を
持
つ
彼
女
達
は
、
作
中
で
主
人
公
狭
衣
を
か
ら
か
い
、
応
援
し
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
は
作
者
の
自
己
主
張
や
紐
帯
意
識
等
が
看
取
で
き
る
。
ま
た
、
好
色
で
挑
発
的
な
「
新
少
将
」

と
い
う
登
場
人
物
や
、『
源
氏
物
語
』
の
柏
木
を
実
見
し
た
と
い
う
語
り
手
の
女
房
の
存
在
も
確
認
で
き
る
。 

 

右
の
よ
う
な
女
房
集
団
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
物
語
内
に
お
い
て
斎
院
源
氏
の
宮
の
才
気
や
特
異
性

が
読
み
取
れ
る
こ
と
、
そ
こ
に
実
在
の
禖
子
家
女
房
達
の
姿
が
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
論
じ
た
。 
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第
三
章 

『
狭
衣
物
語
』
の
「
大
弐
三
位
」
と
大
弐
三
位
藤
原
賢
子 

物
語
の
結
末
部
に
お
け
る
狭
衣
帝
の
乳
母
「
大
弐
三
位
」
は
、
同
時
代
の
実
在
人
物
で
あ
る
大
弐
三
位
藤

原
賢
子
を
想
起
さ
せ
る
。
こ
の
「
大
弐
三
位
」
は
実
在
の
賢
子
と
共
通
す
る
要
素
を
複
数
持
つ
と
同
時
に
、

物
語
の
結
末
部
に
お
け
る
狭
衣
の
在
り
方
と
も
呼
応
す
る
人
物
で
あ
る
。『
狭
衣
物
語
』
の
作
者
「
宣
旨
」

は
、
明
確
な
意
図
を
も
っ
て
こ
の
脇
役
を
登
場
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

「
大
弐
三
位
」
は
物
語
前
半
部
で
は
「
大
弐
の
乳
母
」
等
と
呼
ば
れ
、
狭
衣
思
い
の
親
身
な
乳
母
と
し
て

描
か
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
結
末
部
の
狭
衣
帝
即
位
に
お
い
て
「
大
弐
三
位
」
と
呼
称
が
改
ま
る
に
従
い
、
権

威
的
な
天
皇
の
乳
母
と
い
う
人
物
に
変
貌
す
る
の
で
あ
る
。
実
在
の
賢
子
と
の
共
通
点
に
は
、「
大
弐
三
位
」

と
い
う
伺
候
名
や
天
皇
の
乳
母
と
い
う
地
位
、
親
族
の
縁
故
任
官
に
よ
る
大
宰
大
弐
就
任
、
天
皇
側
近
と
し

て
権
威
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
で
は
実
在
の
賢
子
に
対
す
る
揶
揄
と
も
受

け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
大
弐
三
位
」
は
狭
衣
帝
の
憂
愁
を
前
景
化
さ
せ
る

人
物
と
も
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
を
考
え
併
せ
て
、『
狭
衣
物
語
』
の
作
者
「
宣
旨
」
は
、
物
語
結
末
部
に
お
い
て
実
在
の
賢
子
を

揶
揄
、
戯
画
化
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
主
人
公
狭
衣
の
最
終
的
な
在
り
方
の
描
出
に
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
論
じ
た
。 

 

第
四
章 

『
四
条
宮
主
殿
集
』
に
お
け
る
恋
の
歌
群
の
遍
在 

『
四
条
宮
主
殿
集
』
は
後
冷
泉
天
皇
の
后
妃
寛
子
付
の
女
房
、
主
殿
の
家
集
で
あ
る
。
こ
の
家
集
は
軽
薄

な
人
生
を
歩
ん
だ
こ
と
を
自
省
す
る
序
跋
を
持
ち
、「
恋
と
社
交
生
活
」
の
歌
を
収
め
た
前
半
六
五
首
と
「
出

家
後
の
詠
」
の
歌
を
収
め
た
後
半
六
五
首
か
ら
な
る
シ
ン
メ
ト
リ
カ
ル
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

仏
道
的
な
懺
悔
が
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
従
来
支
配
的
で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
、
家
集
か
ら
は
仏
道
的
な
テ
ー
マ
だ
け
で
な
く
恋
の
テ
ー
マ
も
遍
在
的
に
確
認
で
き
る
。
具
体
的

に
は
、
家
集
前
半
に
恋
の
要
素
が
あ
る
こ
と
は
当
然
だ
が
、
家
集
後
半
の
み
ず
か
ら
髪
を
切
る
歌
群
が
、
当

時
の
言
説
や
歌
群
の
配
列
を
勘
案
す
る
と
、
男
女
関
係
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
要
素
を
持
つ
と
い
う
点
と
、
出

家
後
の
男
達
と
決
別
す
る
歌
群
が
、
共
寝
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
恋
の
延
長
線
上
の
表
現
を
持
つ
、
官
能
的

と
も
い
え
る
や
り
と
り
で
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
家
集
全
体
に
わ
た
る
恋
の
要
素
か
ら
、
主
殿
の
主
家
周
辺
に
対
す
る
読
者
意
識
と
、
主
家
周
辺

か
ら
の
主
殿
に
対
す
る
家
集
編
纂
の
要
請
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。
ま
た
、
併
せ
て
主
家

の
寛
子
周
辺
に
は
歌
集
を
重
視
す
る
機
運
が
あ
り
、『
主
殿
集
』
は
主
家
の
文
化
的
な
権
威
の
誇
示
に
も
結

び
付
き
え
た
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
。 

 

第
五
章 

後
冷
泉
朝
に
お
け
る
后
妃
文
芸
圏
と
内
親
王
文
芸
圏
の
位
相 

 

後
冷
泉
朝
の
文
芸
は
融
和
的
、
共
有
的
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
こ
の
時
代
に
は
文
芸
活
動
が
盛
ん
な

后
妃
家
や
内
親
王
家
が
複
数
存
在
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
各
家
の
文
芸
圏
を
捉
え
直
す
と
、
一
見
し
て
后
妃
家

に
は
家
集
が
、
内
親
王
家
に
は
物
語
作
品
が
目
立
つ
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。 

 

頼
通
の
養
子
で
あ
る
祐
子
内
親
王
の
周
辺
で
は
、
家
集
も
伝
存
す
る
が
物
語
作
品
や
日
記
作
品
、
物
語
に

精
通
し
た
女
房
達
が
目
立
つ
。
そ
の
妹
の
禖
子
内
親
王
の
周
辺
で
は
、
物
語
と
歌
合
の
記
録
の
み
が
伝
存
し
、
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天
喜
三
年
の
物
語
歌
合
の
関
連
資
料
や
『
狭
衣
物
語
』
の
叙
述
態
度
か
ら
、
物
語
に
長
じ
た
宮
家
で
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
一
方
、
后
妃
で
あ
る
章
子
中
宮
と
寛
子
皇
后
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
出
羽
弁
集
』
や
『
四

条
宮
下
野
集
』
等
の
女
房
家
集
の
み
が
伝
存
し
て
お
り
、
主
家
周
辺
の
記
録
と
い
う
要
素
を
持
っ
て
い
る
。

両
后
妃
家
に
は
仮
名
散
文
の
作
成
に
長
じ
て
い
た
と
お
ぼ
し
い
女
房
達
が
所
属
す
る
が
、
物
語
等
は
伝
存

し
て
い
な
い
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
后
妃
の
周
辺
で
は
主
家
を
記
録
し
て
、
す
み
や
か
に
対
外
へ
発
信
で
き
る
家
集
、
な

い
し
は
歌
群
の
冊
子
が
好
ま
れ
た
こ
と
、
内
親
王
は
后
妃
と
比
較
し
て
、
周
辺
を
記
録
す
る
機
運
が
相
対
的

に
生
じ
づ
ら
く
、
よ
り
多
様
な
性
格
の
作
品
が
生
成
さ
れ
う
る
土
壌
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ

し
て
後
冷
泉
朝
期
の
女
主
人
及
び
女
房
達
の
層
の
厚
さ
が
こ
の
状
況
を
可
能
な
ら
し
め
、
伝
存
作
品
の
分

布
が
あ
た
か
も
分
業
化
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
論
じ
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

＊ 

  

終
章
で
は
、
本
論
文
全
体
の
成
果
を
改
め
て
ま
と
め
た
上
で
、
第
一
部
に
お
け
る
『
更
級
日
記
』
を
同
時

代
の
中
で
捉
え
る
営
み
と
、
第
二
部
に
お
け
る
同
時
代
性
か
ら
諸
事
を
捉
え
る
営
み
が
、
互
い
に
補
完
し
あ

う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

ま
た
、
後
冷
泉
朝
前
後
の
文
芸
は
「
融
和
」「
共
有
」
と
い
う
時
代
的
な
特
徴
に
加
え
、「
専
門
化
」
や
「
分

業
化
」
と
い
っ
た
特
徴
も
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
展
望
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
各
章
の
個
別
の
指

摘
が
、『
更
級
日
記
』
や
後
冷
泉
朝
の
文
芸
に
お
け
る
総
体
的
な
究
明
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
に
よ
る
見
通
し

で
あ
る
。 


